
三
種
悉
地
法
と
三
身
真
言

水

上

文

義

天
台
密
教
は
延
暦
二
十
三
年
-
四

年

の
最
澄

の
入
唐
求
法
の
折
に
、

越
州
龍
興
寺
の
順
暁
か
ら
、
ア
バ
ソ
ラ
ソ
カ
ソ
ケ
ソ
・
上
品
悉
地
、

ア

ビ
ラ
ウ
ソ
ケ
ソ
・
中
品
悉
地
、
ア
ラ

ハ
シ
ャ
ナ

・
下
品
悉
地
の
、
い
わ

ゆ
る
三
部

三
昧
耶
の
密
教
を
相
伝
し
た
の
を
嗜
矢
と
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
相
伝

は
現
存
す
る
印
信
や
そ
の
写
本
類
か
ら
、
最
澄
-
広
智
-
徳

円
-
円
珍
-
遍

昭
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
ま
た
最
澄
-
円

(
1
)

仁
-
安
慧
-
遍

昭
と
い
う
相
伝
も
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
真
言

は
、
円
珍
が
入
唐
求
法
の
折
に
さ
ら
に
青
龍
寺
法
全
か
ら
、
法

・
報

・

応

の
三
身
真
言
と
し
て
相
伝
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
三
部
三
昧
耶

の
密
教
に
新
ら
た
な
相
承
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
は
さ
ら
に
台
密
史
上
の

伝
承
に
新

展
展
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、

こ
の
真
言
の
相
伝
に
つ
い
て
、
円
珍
は
決
示
三
種
悉
地
法
に

次
の
よ
う

に
述
べ
る
。
「唐
貞
元
末
年
、

順
暁
阿
閣
梨
、
付
二嘱
比
叡
山

大
師
一文
云
…
…
(
三

種
悉
地
真
言
)
…
…
大

唐
東
都
、
水
南
天
宮
寺
、

門
楼
柱
上
題
云
、
法
身
真
言
、
阿
鍵
唖
吟
欠
、

報
身
真
言
、
阿
尾
羅
咋

欠
、
化
身
真
言
、
阿
羅
波
漉
郷
、
大
日
経
悉
地
出
現
品
云
、
南
塵
三
曼

陀
没
駄
哺
阿
尾
羅
咋
欠
、
…
…
持

諦
法
則
品
云
、
阿
鍵
噛
晧
欠
、
…
…

文
殊
師
利
五
字
真
言
経

一
巻
、
此
即
第
三
化
身
真
言
也
。
青
龍
寺
全
阿

閣
梨
、
分
二付
円
珍
一雑
真
言
云
、
多
宝
爽
志
於
二
三
十
万
字
毘
盧

遮

那

金
剛
頂
経
一採
二集
要
妙
一最
上
勝
殊
福
田
唯
五
字

真

言
。
…
…
五

字
真

言
日
、
阿
鍍
嗜
吃
欠
…
…
全

大
和
尚
面
決
云
、

此
法
身
真
言
也
。
其

二
仏
者
、
全
身
在
二
両
部
諸
経
中
叩
故
此
不
レ出
可
二自
知
一也
。
上
来
円

珍
所
二見
聞
一矣
。
仁
忠
慈
作
大
阿
閣
梨
随
身
秘
書
中
、
別
有
二
一
本
要
抄
一

云
、

五
部
巻
秩
貝
多
梵
簑
三
十
万
言
、
出
二毘
盧
遮
那
金
剛
頂
経
、
採
ご

集
要
妙

最
上
福
田
唯
此
五
字
真
言
。
諦
者
所
レ獲
功
徳
不
レ
可
ご比
量
殉

…
…
此

事
略
載
ご貞
観
十
三
年
阿
閣
梨
官
牒
中
…
…
或

有
三
二
種
悉
地

法

一
巻
…
…
未

レ見
こ訳
人
一其
趣
異
レ今
。
」
と
て
、
最
澄
所
伝
の
と
同
じ

真
言
を
挙
げ
て
法
全
の
口
伝
を
載
せ
、
ま
た
仁
忠
阿
閣
梨
の
秘
書
を
引

い
て
、
こ
の
相
伝
の
経
緯
は
貞
元
十
三
年
の
官
牒
に
記
し
た
と
し
、
ま

た
今
と
は
異
る
趣
旨

の
訳
人
未
見
の
三
種
悉
地
法
が
あ
る
と
も
い
っ
て

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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三
種
悉
地
法
と
三
身
真
言

(水

上
)

い
る
。

次
に
大
悲
蔵
喩
伽
記
、
巻
下

の
大
牟
尼
会
に
は
、
三
身
説
法
印
の
印

相
を
応

・
報

・
法
の
順
に
示
し
て

「師
日
、
初
為
下
説
二金
剛
部
法
一時
説

法
之
印
上
、此
三
身
恐
先

伝
呂
此
土
三乎
次
名
下
説
ご蓮
華
菩
薩
部
法
一時
之
印
加
後
名
下
説
二仏

部
法
一時
之
印
上
也
。
…
…
三

身
説
法
之
印
、
即
是
説
二
三
部

法

之

印
一

也
。
受
二
学
此
印
一者

我
国
幾
何
也
。
唯
除
二叡
山
一応
レ
未
レ有
レ之
。
但

座
主
義
真
之
徒
、
宗
叡
先
受
二学
我
本

自
余
不
レ
有
。
而
除
ご彼
印
一外

別
有
二
伝
法
印
一者
、
古
先
阿
閣
梨
堕
二樫
法
罪
一歎
。
」

と
て
、

師

の
口

伝
に
は
法
身
印
が
仏
部
、
報
身
印
が
蓮
華
部
、

応
身
印
が
金
剛
部
と
し

て
、
そ
こ
の
細
注
に

「
此
の
三
身
、
恐
ら
く
は
先
に
此
土

に
伝

わ

る

か
」
と
い
う
。
注
が
円
珍
の
も
の
で
あ
れ
ば

「
此
土
」
は

日

本

を

指

し
、
「先

に
伝
わ
る
か
」
と
は
最
澄
所
伝
の
三
真
言
で
あ
る
と

し

て
、

こ
の
印
を
学
ぶ
者
は
日
本
に
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
と
設
問
し
て
、
叡
山

以
外
に
未
伝
で
あ
る
が
、
か
つ
て
円
珍
が
宗
叡
に
授
け
た
と
い
う
。
し

か
し
、
そ

の
印

の
他
に
伝
法
印
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
古
先
の
阿
閣
梨

は
樫
法

の
罪
に
堕
ち
た
か
、
と
も
い
う
。

こ
の
中

で
、
決
示
三
種
悉
地
法
に
つ
い
て
は
、
当
然
い
わ
ゆ
る
三
本

の
破
地
獄
系
礒
軌
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
の
法
全
の
口

決
は
大
略

は
儀
軌

に
似
て
い
る
も
の
の
細
か
い
表
現

は
異

な

る
。

一

方
、
仁
忠

の
秘
書
と
い
う
の
は
、
「
三
十
万
言

の
要
抄
」
が
礒
軌

に

は

「
四
十
万
言
」
と
な
る
も
の
の
、
か
な
り
近
し
い
表
現
で
は
あ
る
。
同

様
の
こ
と

は
、
教
示
両
部
秘
要
義
と
三
種
悉
地
軌
に
つ
い
て
も
い
え
る

の
で
あ
る
が
、

こ
う
し
て
み
る
と
、
円
珍
は
あ
る
い
は
破
地
獄
系
儀
軌

の
三
種
悉
地
軌
は
見
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い

(
3
)

え
、
疑
問
や
些

々
疑
文
で
は
円
珍
は
こ
の
三
真
言

の
出
典
を
探

っ
て
お

り
、
そ
こ
に
は
洛
陽
天
宮
寺
で
見
た
真
言
と
し
て
三
真
言
を
扱

っ
て
い

る
の
で
、
あ
る
い
は
法
全
の
口
決
や
仁
忠
の
秘
書
を
出
す
こ
と
も
併
せ

考
え
れ
ぽ
、
ま
と
ま

っ
た
形
で
の
礒
軌
を
見
て
い
な
か

っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

ま
た
、
大
悲
蔵
喩
伽
記
で
は
三
身
説
法
印
が
最
澄
所
伝
の
密
教
と
同

じ
よ
う
い
う
が
、
同
時
に
他
の
伝
法
印
が
あ
る
と
も

い
い
、

「古
先

の

阿
閣
梨
は
樫
法

の
罪
に
堕
す
か
」
と
も
い
う
か
ら
、
こ
の
時
点
で
三
身

説
法
印
が
、
必
ら
ず
し
も
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二

さ
て
、
円
珍
が
三
身
真
言
を
受
法
し
た
経
緯

に
つ
い
て
、
安
然
の
胎

蔵
大
法
対
受
記
巻
六
の
無
所
不
至
印
に
は

「
然
伝
法
阿
閣
梨
位
印
諸
師

不
レ同
。
高
野
和
上
用
ご無
所
不
至
印
…
…
慈

覚
大
師
入
唐
廻
日
、
池

辺
三
君
問
云
、
灌
頂
有
レ幾
。
意
云
。
受
ご
大
灌
頂

一時
、

已
得
ご
無
所
不

至
印
一為
ご阿
閣
梨
↓
此
外
若
更
有
耶
。
…
…
然
実
大
師
亦
用
ご無
所
不
至

印
一也
。
後
珍
和
上
入
唐
週
来
加
ご
釈
迦
三
身
印

一也
。
…
…
讃

岐
守
説
、

昔
正
僧
正
入
唐
週
日
語
云
、
別
有
二伝
法
阿
閣
梨
位
之
印
二
似
二
四
智
讃

之
印
ご

と
、
従
来
の
胎
蔵
伝
法
印

は
無
所
不
至
印
で
あ

る

が
、
円
珍
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は
唐
で
こ
れ
に
釈
迦
三
身
印
を
加
え
る
相
伝
を
受
け
、
ま
た
法
全
の
下

で
円
珍
と
同
門
と
い
う
べ
き
宗
叡
は
四
智
讃
に
似
た
印
を
伝
法
印
と
す

(
4
)

る
と
い
う
。
同
様
の
記
述
は
金
剛
界
大
法
対
受
記
巻
七
の
正
念
諦
法
に

も
見
え
、
そ
こ
で
は
安
然
は
円
珍
所
伝

の
三
身
真
言
を
最
澄
所
伝
の
三

真
言
と
同

二
視
し
て
い
る
が
、
や
は
り
円
珍
と
宗
叡

の
相
伝
は
相
異
し

た
と
い
う

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
法
全
か
ら
の
相
伝
と
し
て
は
円
珍
が

伝
え
た
最
澄
所
伝
の
三
真
言
と
同
じ
三
身
真
言

の
伝
承
と
、
宗
叡
の
相

(
5
)

伝
に
よ
る
四
智
讃
の
印
に
似
た
印
と
い
う
二
系
統

の
伝
法
印
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

三

さ
て
、

こ
こ
で
宗
叡
の
伝
承
し
た
、
四
智
讃
に
似
た
印
に
つ
い
て
の

委
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
た
だ
関
連
が
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

胎
蔵
念
諦
儀
軌
類
の
中
で
法
全
撰
と
伝
え
ら
れ
る
青
龍
寺
儀
軌
に
の
み

(
6
)

法
報
応
の
三
身
讃
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

青
龍
寺
儀
軌

の
三
身
讃
は
玄
法
寺
儀
軌

の
讃
王
に
相
当
す
る
部
分
に

出
さ
れ

「
次
以
二清
雅
音
↓
讃
二仏
功
徳
海
、
法
身
法
界
体
、
諸
仏
功
徳

海

応
下
以
ご清
雅
音
い
歌
詠
加
而
讃
日
、
薩
嚇
尾
也
二
合
比
婆
去
嚥
詑
難
ニ
ム
。

詑
哩
二
合
婁

鯉
.素
藁
膨
地
引
鉢
帝
爾
噸

嚢
灘

体
恒
噸
二
合
駄
観
迦
摩
詞

羅
引
左
三
界
大
王
如
尾
噌

左
襲
、
襲
護
引
娑
観
二
合
諦
遍
照
我

頂
秀
。

成
就
菩
提
報
身
讃

日
、
阿
難
多
摩
引
畢
移
引
娑
虞
上
郷
者
藍
引
一
…
…
金
剛
応
身
讃
日
、
噂
毎

迦
旨
曜
娑
移
辮
曇
願
素
多
褻
娑
恒
鍍
三
合
…
…
」
と
い
う
三
種
の
梵
語
讃

で
あ
る
。
胎
蔵
法
の
讃
は
、
通
常
は
大
日
経
巻
七
に
挙
げ
ら
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
ア
リ
シ
ャ
偶

の
梵
讃
が
玄
法
寺
儀
軌
に
讃
王
と
し
て
示
さ
れ
、

そ
れ
を
大
讃
と
し
て
伝
承
す
る
。
従

っ
て
青
龍
寺
礒
軌

の
三
身
讃
は
、

大
讃
と
は
別
の
伝
承
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、

宗
叡
の
伝
承
が
四
智
讃

印
に
似
て
い
る
と
い
う
の
と
、
ど
う
関
連
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

台
密
の
胎
蔵
法
に
お
け
る
讃
の
伝
承
と
し
て
は
、
ま
ず
円
仁
撰
と
い

う
胎
蔵
界
虚
心
記
に
は

「
文
の
如
し
」
と
あ
る

の
み
な
の
で
、
こ
こ
で

い
う
文
が
伝
承
通
り
に
玄
法
寺
儀
軌
を
指
す
な
ら
虚
心
記
は
大
讃
を
伝

承
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
次
に
安
然

の
胎
蔵
大
法
対
受
記
巻
三
の
大

悲
曼
茶
羅
讃
王
印
に
は

「海
大
徳
説
用
二
普
印
輔
…
…
別

記
云
大
讃
餓
綱
。

私
云
、
見
ご
大
和
上
見
行
之
法

一
唯
用
二
大
日
小
讃
幻
其
小
讃
本
但
是

口

伝
、
未
レ見
二経
文
殉
然
玄
法
寺
欄
脱
両
巻
礒
軌
此
小
讃
又
其
大
讃
出
一天

日
経
第
七
巻
中
及
金
剛
頂
四
巻
六
巻
本
…
慈

覚
大
師
伝
ご
其
詠
曲
幻

又
於
二
小
讃
二亦
有
二慈
覚
大
師
及
珍
和
上
拉
正
僧
正
三
家
詠
曲
殉讃
岐
守

説
慈
覚
大
師
此
処
伝
ご
大
日
小
讃
一也
。
但
珍
和
上
以
二
此
小
讃

一
為
二
法

身
讃
↓
更
加
二
報
身
応
身
二
讃
一伝
二
三
身
讃

並
有
ご
曲
調
一云
々
。
正
僧

正
説
、
用
二
法
身
讃
、
或
四
智
讃
、
或
吉
慶
讃

随
用
二
其

一
ご

と
あ

っ

て
、
円
仁
は
大
讃
を
伝
承
し
て
い
る
が
、

一
方
小
讃
は
経
文
に
典
拠
が

無
く

口
伝
で
あ
る
も
の
の
、
円
仁
、
円
珍
、
宗
叡

の
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ

に
伝
承
し
て
い
る
。
し
か
し
円
珍
は
小
讃
を
法
身
讃
と
し
て
他
に
報
身

讃
と
応
身
讃
も
加
え
た
三
身
讃
を
伝
承
し
、
宗
叡
は
法
身
讃
、
四
智
讃
、

吉
慶
讃

の
い
ず
れ
か

一
つ
を
用
い
る
と
い
う
。

同
様

の
伝
承
は
金
剛
界

三
種
悉
地
法
と
三
身
真
言

(水

上
)
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三
屋
悉
地
法
と
三
身
真
言

(水

上
)

大
法
対
受
記
巻
六
の
随
方
供
養
に
も

「
若
高
野
説
、
十
六
讃
中
四
方
各

初

二
段
及
加
ご
大
日
小
讃

為
ご
五
方
讃
殉
若
容
山
説
、
大
日
小
讃
是
法
身

讃
。
更
加
二
報
応
二
身
二
讃
二為
三
二
身
讃

加
一西
智
讃

一為
二
五
方
讃
幻」

と
あ
る
。

こ
の
中
で
大
讃
は
ア
リ
シ
ャ
偶
で
あ
る
が
、
大
日
小
讃
が
法

身
讃
の
こ
と
で
、
円
珍
は
三
身
讃
を
伝
え
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
青
龍

寺
儀
軌
と
円
珍

の
伝
承
は
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
大
日

小
讃
す
な
わ
ち
青
龍
寺
礒
軌

の
法
身
讃
は
、
今
日
の
台
密
で
は
曼
供
法

要
な
ど
に
は
使
わ
れ
な
い
が
、
灌
頂
音
用
の
天
台
声
明
で
は
心
略
梵
語

(
7
)

讃
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
三
種
悉
地
真
言
を
三
身
真
言
と
し
て
伝
承
し
た
円
珍
が

青
龍
寺
礒
軌
に
の
み
見
え
る
三
身
讃
も
伝
承
し
、
ま
た
同
じ
法
全
か
ら

四
智
讃
印
に
似
た
伝
法
印
を
伝
承
し
た
宗
叡
が
、
法
身
讃
、
四
智
讃
、

吉
慶
讃
の
い
ず
れ
か

一
つ
を
用

い
る
と
い
う

の
は
、
三
身
真
言
に
お
け

る
各
々
の
伝
承

の
相
違
と
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
こ
に
法
全
に
よ
る

何
ら
か
に
伝
承
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
推
測
で
き
よ
う
。
従

っ
て

最
澄
所
伝

の
三
真
言
が
円
珍

の
頃
に
三
身
真
言
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
法
全
等

の
晩
唐

の
密
教
諸
師

の
伝
承
や
、
中
唐
-
晩
唐

の
密
教

思
想
の
反
映
が
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

四

一
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
こ
と
は
、
中
唐
-
晩

唐
の
密
教
に
お
い
て
は
三

身
の
具
足

・
成
就
が
説
か
れ
る
場
合

の
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
破
地
獄

系
礒
軌
や
い
わ
ゆ
る
毘
盧
遮
那
別
行
経
な
ど
に
顕
著
な
の
で
あ
る
が
、

時
代
的
に
は
そ
れ
ら
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ

る
般
若
訳
の
経
典
に
も

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
金
剛
頂
経
の
異
訳
と
も
い
わ
れ
る
諸
仏
境
界
摂
真
実
経
巻

中
の
金
剛
界
大
道
場
品
之
余
に
は

「
復
次
喩
伽
行
者
、
次
観
三
五
方

諸

仏
菩
薩
及
其
春
属
入
二自
身
中
幻如
二
諸
化
仏
一告
ご菩
薩
一言
、
善
男
子
有
下

同
一一三
世
諸
仏
一
真
言
上
日
、
庵
野
他
薩
噌
嚇
但
他
蘂
多
娑
但
他
咋
、

…
又
作
二此
想

三
身
妙
果
並
三
真
実
、
我
身
之
中
皆
得
ご円
満

…
…
願

垂
ご
加
護

一全

証
法
身
幻
復
次
鍮
伽
行
者
、
作
ご
報
身
観

如
二諸
化
仏
占

告
ご菩
薩
一言
、
善
男
子
有
二
報
身
真
言
一
日
、
庵
娑
嚥
婆
嚇
戊
度
憾
、

…
次
鍮
伽

行
者
、
作
二化
身
観
嚇
如
二
諸
化
仏
二告
二
菩
薩
一
言
、
善
男
子

有
二化
身
真
言
一
日
、
庵
薩
噌
嚥
娑
護
陣
…
…
」

と
、
そ
れ
ま
で
の
金
剛

頂
経
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
三
身
観

の
真
言

と
三
身
成
就
が
説
か
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
巻
九
の
陀
羅

尼
功
徳
軌
儀
品
に
は

「庵
字
所
以
者
何
。

三
字
和
合
為
ご庵
字
一故
、
謂

誕
嫡

呂
烏
戯
葬
。

一
姻
字
者
、
是
菩
提
心
義
、
…
…
又

法
身
義
。

ご
烏

字
者
即
報
身
義
、
三
葬
字
者
是
化
身
義
。
以
合
二
三
字
齢共
為
ご
庵
字
↓
摂

義
無
辺
故
為
二
一
切
陀
羅
尼
首
ご

と
て
、
ヲ
ソ
字
を
ア

・
ウ

・
マ
の
三

字

の
合
成
と
し
て
、
そ
こ
に
法
報
応
三
身
の
義
が
具
さ
れ
て
一
切
陀
羅

尼
の
首
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
中
唐
-
晩

唐
に
至
る
唐
の
密
教
思
想
の
中
に
三
身
の

具
足

・
成
就
を
説
く
傾
向
が
出
て
き
た
こ
と
は
看
取
で
き

る

の

で
あ
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り
、
そ
れ
が
や
が
て
青
龍
寺
礒
軌
の
三
身
讃
や
破
地
獄
系
三
種
悉
地
儀

軌
、
毘
盧
遮
那
別
行
経
な
ど
で
の
三
身
成
就
や
三
身
尊
崇

へ
と
連
な

っ

て
い
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
そ
れ

が
単
純
に
三
身
真
言
と
結
び
付
く
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
成
立

の
背
景
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

ろ
う
。

最
澄
が
三
真
言
を
相
伝
し
た
頃
は
般
若
訳
の
経
典
も
訳
出
さ
れ
た
ぼ

か
り
で
、

ま
だ
そ
う
し
た
傾
向
が
顕
著
で
は
な
か

っ
た
に
せ
よ
、
円
珍

や
宗
叡

の
渡
唐

の
頃
に
は
三
身
成
就
な
ど
が
広
く
説
か
れ
る
機
運
が
漸

く
隆
盛
に
な

っ
て
き
て
い
た
と
す
れ
ば
、
円
珍
の
三
身
真
言

の
伝
承
も

そ
う
し
た
唐
代
密
教
の
流
れ
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う

し
、
そ
れ
は
ま
た
三
身
即

一
論
に
立

つ
台
密
の
中
で
、
安
然
な
ど
に
よ

(
8
)

っ
て
ま
た
新
ら
た
な
展
開
を
と
げ
る
こ
と
に
も
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

1

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「台
密
に
お
け
る
三
種
悉
地
法
の

伝
承
」
天
台
学
報
三
十
号
に
少
し
く
ふ
れ
た
。
天
台
霞
標
や
円
仁
の
伝
記

類
、
そ
の
他
の
史
伝
資
料
に
よ
る
。

2

円
珍
が
相
伝
当
時
に
、
破
地
獄
系
三
種
悉
地
軌
の
い
ず
れ
か
を
見
て
い

た
と
い
う
確
証
は
な
く
、
あ
る
い
は
手
文
の
類
を
見
た
の
か
も

し
れ
な

い
。
た
だ
、
礒
軌
に

「此
本
五
部
梵
本
四
十
万
言
出
、
毘
盧
遮
那
経
金
剛

頂
経
採
二集
要
妙
一最
上
福
田
、
唯
此
五
字
真
言
諦
者
、
所
レ獲
功
徳
不
レ可
二

比
量
二不
レ可
二思
議
一不
レ可
レ説
也
。」
(大
正
二
八
、
九

一
〇
b
-
九
一
U

a
)
と
あ
る
の
は
決
示
三
種
悉
地
法
の
仁
忠
秘
書
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
し
、

同
じ
く

「此
三
五
字
即
十
五
字
即
十
五
種
金
剛
三
昧
、

二
字
即
五
字
五
字

即
一
字
、
逆
順
旋
転
初
後
不
二
。」
と
あ
る
の
は
教
示
両
部
秘
要
義
と
一

致
す

る
。

こ
れ
は
三
種
悉
地
破
地
獄
軌

の
文
な

の
で
、
あ

る
い
は
こ
れ
を

見

て
い
た
可
能
性
も

あ
る
。

3

智
証
大
師
全
集
、

一
〇

三
三
及
び

一
〇

三
九
。

こ
こ
で
は
円
珍

は
三
真

言
の
出
典

や
趣
旨

に

つ
い
て

の
疑

問
を
出
し
て
い
る
。

4

大
正
七
五

・
一
八
九

a
2

c
。

5

こ
の
問
題

に

つ
い
て
、
安

然
の
記
述
で
は
さ
ら
に
湛
契
を
中
心

と
す

る

別

の
伝
承
も
あ

っ
た
よ
う
に
も
読
め
る
。
細

か
く

は
伝
承
す

る
印

相
等

を

比
較
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ

の
系
統

を
明
瞭
に
す

る
必
要
が
あ

ろ
う

か
と
考
、兄

る
。

6

こ
れ

に
つ
い
て
は
、

学
会
開
催
日

の
約

一
ヶ
月
前
、

六
十

三
年

六
月
に

刊
行
さ
れ
た
三
崎
良
周
博
士

の

「
台
密

の
研
究
」

の

「胎
蔵
界

の
念
諦
礒

軌
と
曼
茶
羅
」

の
章
で
、

同
様

の
観
点
か
ら
青
龍
寺

礒
軌

の
三
身

讃

に
つ

い
て
注
目

し
て
お
ら
れ
る
。

7

叡
山
学
院

の
天
納
伝
中
教
授

の
ご
教

示
に
よ
る
。

な
お
、

天
台
声
明
大

全

(
キ

ソ
グ

・
レ
コ
ー
ド
)

に
載

る
多
紀
道
忍
師

口
伝

の
朱
入
り

六
巻
帖

に
は
、

心
略
讃

は
大

日
小
讃

ま
え
は
法
身
讃
と
称
す

る
こ
と
が
明
記

さ
れ

て
い
る
。

8

安

然
は
、

円
珍

所
伝

の
三
身
真

言

"
三
身
説
法
印
が
胎
蔵
界
系

の
伝

承

で
あ
る
と
し
て
、

こ
れ
に
対
す

る
金
剛
界
系

の
三
身
真
言
と
し

て
摂
真
実

経

の

「
ヲ
ソ
ヤ
タ
サ

ル
バ
タ

タ
ギ

ャ
タ
サ
タ
タ
ウ

ソ

・
ヲ
ソ
ソ
バ

ハ
バ

シ

ュ
ド

カ
ソ

・
ヲ
ソ
ソ

ロ
バ

ソ
モ
ウ

ン
」

の
三
身
真
言

を
対
置

さ
せ
る

の
で

あ
る
。

拙
稿

「
台
密
に
お
け
る
摂
真
実
経
」
多

田
厚
隆
教
授
頬
寿
記
念
論

文
集
-
近
刊
予
定
1
。

ま
た
円
珍

に
お
け
る
台
密

の
三
身
即

一
論

に

つ
い

て
は
、
特

に
菩
提
場
経
略
義
釈

に
お
い
て

一
字
金
輪
真
言
ボ

ロ
ン
の
解
釈

を
め
ぐ

っ
て
顕
著
な
展
開
が
み
ら
れ

る
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
拙
稿

「
智
証

大
師
円
珍

の
仏
身
論
」
智
証
大
師
研
究
-
近

刊
予
定
-
に

少

し

く

ふ

れ

た
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

天
台
密
教
、

三
種
悉
地
法
、

三
身
真
言
、
唐

代
密
教

(
叡
山
学
院
講
師
)

三
種
悉
地
法
と
三
身
真
言
 (水

上
)
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